
社会資本総合整備計画（上下水道課）H28.3

水道事業施設更新計画 H31.3

湖南市下水道ストックマネジメント計画　H30.1

天然記念物平松のウツクシマツ自生地保全活用計画 R3.3

うるおいのあるまちをつくろう

一般廃棄物処理基本計画　H30.3

第二次地域自然エネルギー地域活性化戦略プラン  R2.3

水道ビジョン H25.4

～自然を生かし、自然と共生するまちづくり～

第二次環境基本計画 R1.10



<組織目標>

氏名
部局名 環境経済部

部（局）の役割

うるおいのあるまちをつくるために

◆SDGs未来都市構想を推進します。
・こなんウルトラパワー(地域新電力会社)を核として、小売電気事業により生み出される価値を地域循環させ、経済・社会・環境の三側面からの取
組を深化することにより、さりげない支え合いによるまちづくりを展開します。

◆エネルギー・経済の循環による地域活性化に取り組みます。
・地域自然エネルギー地域活性化戦略プランに基づき、地域固有の資源である自然エネルギーの活用を通した経済循環創造事業に取り組みま
す。

◆環境にやさしいまちづくりの推進を図ります。
・良好な環境の保全と創造に向けて、環境行政の基本的な方向性を示した第二次湖南市環境基本計画に基づき、環境未来像の実現を目指しま
す。



<部門方針シート>

所属 環境経済部 職名 部長 氏名 加藤　良次

番号 重点課題と実行方針

1

課題 地域自然エネルギー地域活性化戦略プランを推進します。

実行方針
地域自然エネルギー地域活性化戦略プランに基づき、自然エネルギーを活用したエネルギーと経済の循環による地域活性化を進め、
SDGs未来都市に認定された湖南市の「さりげない支えあいのまちづくり」を推進します。また、地球温暖化対策計画で国から「脱炭素先
行地域」に認定されるよう、官民連携による自然エネルギーの導入や省エネルギーの推進によりCO₂削減を進めます。

課題

実行方針

2

課題 環境基本計画の推進と一般廃棄物処理基本計画の中間見直しを行います。

実行方針
環境未来像の実現に向け、計画に定められた基本目標、施策の方向性に基づき、湖南市全体で重点プロジェクトの取り組
みを進めると共に、令和4年度に一般廃棄物処理基本計画の中間見直しを行います。

課題

実行方針

課題

実行方針



<組織目標>

氏名
部局名 上下水道事務所

部（局）の役割

うるおいのあるまちをつくるために

◆安全な水道水を安定的に供給するため、中長期的な水需要の変動にあわせ、必要な施設を見直し、施設の最適化を計画的に実施します。ま
た、老朽化施設について災害時などに強い施設の改修整備と危機管理の充実に努めます。

◆上下水道事業の運営にあたり、上下水道事業の経営の経費縮減を実現し、効率化するために民間事業者の持つ創意工夫およびノウハウを活
用し包括的な業務委託を行います。

◆市民の生活環境を大雨等の被害から守るため、効率的かつ効果的な浸水対策（雨水）事業を進めていきます。

◆下水道未整備地域において実情を考慮しながら、これからも継続して効率的な整備を進め早期解消を目指します。

◆湖南市ストックマネジメント計画に基づき、点検・調査・修繕・改築を一体に捉え、予防保全型管理により計画的、効率的に下水道施設の維持に
努めます。



<部門方針シート>

所属 上下水道事業所 職名 理事（所長） 氏名 奥村　裕

番号 重点課題と実行方針

1

課題 上下水道事業における経営基盤の強化

実行方針
水道事業会計については、施設更新計画に基づく老朽化及び耐震化対策等の実施に伴い内部保留資金を有効活用し起
債残高の抑制を図ります。また、下水道事業会計については、普及率が98％台となっており、今後は維持管理の費用が増
大することが見込まれるため、現在の内部保留資金額を維持します。

3

課題 水洗化の普及促進

実行方針
水洗化の普及は、水環境への汚濁負荷を軽減できるとともに、整備施設が有効に利用され、使用料の増収につながること
から、今年度においてもこれまでの調査結果をもとに個別訪問対象（個人・事業所等）のさらなる絞り込みを行い、より効果
的な普及促進に努めると共に安定した事業経営に繋げていきます。

2

課題 水道料金、下水道使用料等の未収金対策の強化

実行方針
未収金対策として、年２回の催告書の送付及び徴収強化月間（６，１１月）の設定等により滞納徴収を強化するとともに、料
金徴収業務受託者との連携強化を図りながら更なる徴収率の向上を図ります。また、水道の給水停止対象者の絞り込みを
工夫するなど効果的な運用を図り、連動する下水道使用料の滞納額軽減を図ります。

5

課題 浸水対策（雨水）事業の促進

実行方針
市民の生命・財産を大雨による水害から守るため、雨水整備計画に基づく効率的な整備の実施に向け、緊急度及び優先
度の高い地域・箇所から順次整備を進めることとしており、今年度も引き続き石部中央地区（村井川）の雨水対策工事を実
施します。また石部緑台工区への雨水実施設計に取り組みます。

4

課題 汚水面的整備の促進と計画的な更新

実行方針
市街地の面的整備の未普及地区の早期完了に向けて、石部口および夏見地先（旧国道１号）の汚水整備を順次進めると
ともに、平成２９年度に策定した下水道ストックマネジメント計画に基づき現有施設の定期的な点検・調査をし計画的に進め
ていきます。



課題

実行方針

番号 重点課題と実行方針

6

課題 水道施設の計画的な更新と耐震化の促進

実行方針
水道水を継続的かつ安定的に供給するため、平成３０年度に策定した施設更新計画に基づき岡出地先の老朽管布設替
工事や東河原２号井戸更新工事等を実施するとともに、石部北および三雲地先（旧国道１号）に新たに配水管を布設しま
す。

課題

実行方針

課題

実行方針

課題

実行方針

課題

実行方針



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

市内小中学校環境学習の延べ参加人数 8,137人 8,500人

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

９，０４２人

関連計画：湖南市環境基本計画、天然記念物平松のウツクシマツ自生地保存活用計画

うるおいのあるまちをつくろう
～自然を生かし、自然と共生するまちづくり～

１. 環境の保全

令和４年度

人や動物、すべての生き物に
気づかって、山や川等の
自然を大切にしよう



１. 環境の保全 部（局）名

●希少な野生生物への生育・生息環境に配

   慮した健全な生態系の維持

●地域・学校等における環境教育・環境学

   習の推進

環境経済部

生物多様性の保全 自然環境の保全や自然とのふれあいを大切にする人が増
え、生物多様性の保全に対する関心が高まりつつありま
す。

自然や生き物の豊かな個性とつながりを大切にし、人間を
含め多くの生物が調和しながら暮らす健全な生態系を維
持していくことが必要です。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

地域・学校等における環境
教育・環境学習の推進

【農林振興課】 野生鳥獣（ニホンジカ、イノ
シシ）の個体が増え、農作
物や生活環境への被害をも
たらしています。

・第二種特定鳥獣管理計画
に基づく個体数の調整

希少な野生生物への生育・
生息環境に配慮した健全な
生態系の維持

【環境政策課】 学校教育や社会教育において
環境学習を実施できる環境を
整えていかなければなりませ
ん。

市内各学校における環境学
習の実施。

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



１. 環境の保全 部（局）名

●里山保全活動の推進

●無秩序な伐採や開発の規制、環境に配慮

   した森林整備等の推進

●天然記念物「平松のウツクシマツ自生地」

   の計画的な保全活動の推進

環境経済部

森林の保全 本市は豊かな自然を有しており、天然記念物「平松のウツ
クシマツ自生地」等の特徴的な自然資源があり、地域ととも
に積極的な保全活動を推進しています。

市民に身近な里山保全については、地域の活動団体と連
携した保全活動とともに、事業者による無秩序な伐採や開
発の規制を合わせて進める必要があります。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

里山保全活動の推進

【農林振興課】
森林法に基づき、地域森林計
画内の森林で行われる伐採や
開発行為が適正に行われるよ
う、管理や指導を行っていく必
要があります。

保安林や林地開発許可制
度等に基づく、伐採や開発
行為の審査を実施無秩序な伐採や開発の規

制、環境に配慮した森林整
備等の推進

【農林振興課】 各地域それぞれの実態に
合わせた里山保全活動を
計画され実践されていま
す。引き続きその活動の支
援を行うことが必要です。

里山の保全の必要な基盤
整備活動の支援

天然記念物「平松のウツク
シマツ自生地」の計画的な
保全活動の推進

【農林振興課】
「平松のウツクシマツ自生地保
存活用計画」の文化庁認定を
受けて設置した保全活用協議
会に諮りながら、計画に基づき
取り組みを進めていきます。

・薬剤地上散布
・下草刈り、落ち葉掻き
・枯損木及び支障木伐採
・自生地の順応的管理の在
り方を検討するための生育
実験



１. 環境の保全 部（局）名

●琵琶湖と関連水系保全のためのネットワ

   ークづくりの推進

●河川の生態や水質等の情報提供や保全活

   動への支援

環境経済部・都市建設部

河川の環境保全 湖南市環境保全協議会を中心に河川保全の啓発活動を
進め、地域の環境団体と連携し、学校等で環境学習を実
施しています。また、地域では河川愛護の清掃活動を行っ
ており、環境保全の取組が推進されています。

市の中央を流れる野洲川は、湖南市の恵まれた自然環境
の象徴として市民に親しまれています。今後も、市民ととも
に、琵琶湖流域を意識しながら、きれいな川を継続して保
全していくことが求められています。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

琵琶湖と関連水系保全の
ためのネットワークづくりの推
進

【環境政策課】 湖南市環境保全協議会を
中心に、河川保全の啓発
活動を進めています。

地域の環境団体と連携し、
市内各学校での環境学習を
実施します。河川の生態や水質等の情

報提供や保全活動への支
援

【環境政策課】 行政だけでなく市民・事業
者と一緒に美しい川を継続
して保全していくことが求め
られています。

湖南市環境保全協議会を
中心に地域の各団体との連
携を深め美しい川の保全に
努めます。

（再掲）河川の生態や水質
等の情報提供や保全活動
への支援

【土木建設課】 河川と親しむ機会が減少し
ている中でも、地域では河
川愛護月間に併せて清掃
活動に取り組み、環境保全
を推進されています。

・地域の河川愛護活動を通
じた河川環境の美化を推進



１. 環境の保全 部（局）名

●市民・事業者・環境関連団体等が連携し

   た推進体制による取組の推進

環境経済部

環境にやさしいまちづくりの
推進体制づくり

湖南市環境基本計画の重点プロジェクトや、まちづくり協議
会・環境関連団体を通した市民主体の活動により、環境自
治の意識が根付きつつあります。

湖南市環境審議会を環境保全の先導役と位置づけ、環境
保全に必要な施策を、総合的かつ計画的に取り組むことが
求められています。

施策4



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

市民・事業者・環境関連団
体等が連携した推進体制に
よる取組の推進

【環境政策課】 環境未来像実現に向け、計
画の進捗状況を把握・管理
し、問題や課題が発生した
場合は速やかな措置を講じ
点検・見直しをしなければな
りません。

第二次湖南市環境基本計
画の重点プロジェクトの推
進、また環境自治に関する
意識向上の啓発。



１. 環境の保全 部（局）名

●市民・行政・事業者の協働による山林等

   の巡回・監視や啓発活動による不法投棄

   の防止

●市民・各種団体・企業等のごみの自主回

   収活動への支援

●地域の河川愛護活動等の環境美化活動へ

   の支援

環境経済部・都市建設部

環境の美化・
不法投棄の防止

日頃から市民一人ひとりの美化意識の啓発を進めるととも
に、市民が主体的に環境の美化活動にかかわれるよう、河
川愛護活動事業への支援をしています。また、森林パト
ロール員や鳥獣保護員の協力のもと山林への不法投棄を
防止しています。

市民・行政・事業者の協働によるごみのポイ捨てや不法投
棄をさせない環境づくりの強化とともに市民が主体的に美
化活動にかかわれるよう支援が必要です。

施策5



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

市民・行政・事業者の協働
による山林等の巡回・監視
や啓発活動による不法投
棄の防止

【環境政策課】 従来の単にごみを燃やして
埋めるという処理中心の考
え方を改め３Ｒ（リデュース、
リユース、リサイクル）の取り
組みを推進し循環型社会
の形成を目指します。

市民・行政・事業者の協働
による３Ｒを推進します。また
資源の有効活用によるリサ
イクル率の向上を目指しま
す。

市民・各種団体・企業等の
ごみの自主回収活動への
支援

【環境政策課】
市民・行政の協働によるご
みのポイ捨てや不法投棄を
させない環境づくりの強化を
していきます。また、市民が
主体的に美化活動に関わ
れる環境を整えていきま
す。

日頃から市民一人ひとりが
主体的に環境の美化活動に
関われるよう支援をしていき
ます。

【農林振興課】 森林への不法投棄が絶え
ないため、引き続き監視し
ていく必要があります。

森林への不法投棄は林道
沿線がほとんどなので、林道
の巡視と併せて不法投棄の
パトロールを実施。

（再掲）市民・行政・事業者
の協働による山林等の巡
回・監視や啓発活動による
不法投棄の防止



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【土木建設課】 日ごろから市民一人ひとり
が美化意識の啓発を進める
とともに市民が主体的に環
境の美化活動に関われるよ
う、河川愛護活動を支援し
ています。また、森林パト
ロール員や鳥獣保護員の
協力のもと山林への不法投
棄を防止しています。

・地域が取り組む河川愛護
活動に対して補助金を交付
しています。地域の河川愛護活動等の

環境美化活動への支援



１. 環境の保全 部（局）名

●市民協働による自然体験やレクリエーショ

   ンの機会づくりや学習環境の整備

●学習ボランティア・団体等の育成支援

●生活環境保全林における散策道の適正管理

環境経済部

自然とふれあう
学習環境づくり

本市の良好な自然環境を生かしながら、住みよいうるおい
のあるまちづくりを推進するため、森や川の勉強会等の子ど
もが参加できる取組を行っています。

生活環境の変化により自然と親しむ機会が少なくなってい
るため、森林や川といった自然環境を学習やレクリエーショ
ンの場として活用するための環境整備とともに、自然にふれ
る機会を拡充していく必要があります。

施策6



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

今後の方向性

市民協働による自然体験
やレクリエーションの機会づ
くりや学習環境の整備

【環境政策課】 環境学習に対応できるボラ
ンティアを育成するため、地
域の環境団体などと連携
し、支援できる環境を整備
していきます。

環境団体と連携し学習会を
実施していきます。

学習ボランティア・団体等の
育成支援

【環境政策課】 本市の良好な自然環境を
活かしながら、住みよい潤
いのあるまちづくりを推進す
るための環境学習の機会を
増やし、実施できるよう整備
をしていきます。

市内各学校における環境学
習を実施していきます。

生活環境保全林における
散策道の適正管理

【農林振興課】 森林に親しんでもらえるよう
に散策道等の管理を行って
います。引き続き適正管理
が求められています。

・林道、散策道を中心に利
用者が利用しやすいように
下草刈り等の実施

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

リサイクル率 12.6％※１ 15.4%

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

13.7%※３

関連計画：湖南市環境基本計画、一般廃棄物処理基本計画

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

２. 循環型社会の形成

令和４年度

※１ 基準値は平成30年度一般廃棄物処理事業等実態調査の値　※２ 令和元年度の値　※３令和３年度の値

ごみを減らしたり、再利用して
環境にやさしいまちにしよう



２. 循環型社会の形成 部（局）名

●市民・行政・事業者の協働による３Ｒの

   推進

●資源の有効活用とリサイクル率向上

環境経済部

省資源・リサイクルの推進 従来の単にごみを燃やして埋めるという処理中心の考え方
を改め、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の取組を推
進し、循環型社会の形成をめざしています。

市民・事業者・行政が相互に役割を分担し、一体となった
省資源・リサイクル活動が求められています。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【環境政策課】 市民・事業者・行政が相互
に役割を分担し、一体と
なった省資源・リサイクル活
動が求められています。

ごみの減量化、環境ラベル
などを活用し環境に配慮し
た製品の購入推進。資源の有効活用とリサイク

ル率向上

【環境政策課】 市民・事業者・行政が相互
に役割を分担し、一体と
なった省資源・リサイクル活
動が求められています。

市民・行政・事業者に対し
て、食品ロス削減や古紙回
収などの取り組み普及の支
援。

市民・行政・事業者の協働
による３Ｒの推進



２. 循環型社会の形成 部（局）名

●ごみ処理施設の計画的な維持管理

●県と連携した指導のもと民間の産業廃棄物

   処理施設の維持管理および改善の促進

環境経済部

ごみ処理体制の整備 甲賀広域行政組合衛生センターでは可燃ごみの処理、リ
サイクルプラザでは一般家庭の不燃ごみ・粗大ごみの破砕
処理、缶類・ペットボトルの中間処理を行っています。

衛生センターのごみ処理施設を安定稼働させるためには、
適正な保全管理と設備の改修整備が必要です。また、産
業廃棄物等の民間による中間処理施設とその周辺住民と
の問題への対応が必要です。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【環境政策課】 廃棄物処理施設の安定稼
働のために適正な保全管
理や、県と連携し処理施設
の維持管理などの確認が
必要です。

中間処理施設の周辺住民と
の問題への対応

県と連携した指導のもと民
間の産業廃棄物処理施設
の維持管理および改善の
促進

【環境政策課】 稼働から23年を経過してお
り補修費が年々増大してい
るため施設の更新、大規模
な改修・基幹改良が必要で
す。

衛生センターのごみ処理施
設の安定な稼働を支えるた
めに適正な保全管理と設備
の改修整備を実施します。

ごみ処理施設の計画的な
維持管理



２. 循環型社会の形成 部（局）名

●環境学習の充実

●環境ボランティアの育成・支援

環境経済部

環境にやさしい暮らしの実践 学校教育や社会教育、リサイクルプラザを活用した環境学
習を行っています。

環境について考え、実践する人材やボランティアグループ
の育成を推進する必要があります。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【環境政策課】 環境について、考え・実践
する人材やボランティアグ
ループの育成を支援してい
きます。

環境に関するセミナーの開
催、出前講座の活用を推
進。環境ボランティアの育成・支

援

【環境政策課】 子どもたちが自然環境や歴
史など市の多様な地域資
源について体験し学ぶ機会
を積極的に設けるとともに、
施設や教材を充実し、職員
の環境保全意識の醸成を
図ります。

・小学校での美化活動、林
業体験、施設見学の支援。
・中学校での緑化活動、環
境問題学習の支援。

環境学習の充実



２. 循環型社会の形成 部（局）名

●自然エネルギーの活用や省エネルギーの

   普及促進

●屋上緑化や緑のカーテンの普及率の向上

●事業所への高効率型機器の導入促進

●温室効果ガス排出抑制のための公共交通

   機関等の利用促進

環境経済部

地球温暖化対策の推進 湖南市環境基本計画に基づき、低炭素まちづくりをめざし
ており、屋上緑化や緑のカーテンの普及運動を進めていま
す。また、省エネルギー型のライフスタイル、ワークスタイル
への転換を図るとともに、環境への負荷のない自然エネル
ギーの利用等を推進しています。

省エネルギー活動の推進と新エネルギーの普及が求めら
れています。

施策4



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【環境政策課】 環境基本計画に基づき、低
炭素まちづくりをめざしてお
り、屋上緑化や緑のカーテ
ンの普及運動を進めていま
す。

ゴーヤの苗をつくり公共施設
への配布

屋上緑化や緑のカーテンの
普及率の向上

【環境政策課】 省エネルギー型のライフス
タイル、ワークスタイルへの
転換を図り、環境への負荷
のない自然エネルギーの利
用などを推進しています。

市民協働発電所などの自然
エネルギーの利用促進。

自然エネルギーの活用や
省エネルギーの普及促進

【環境政策課】 交通・運輸に係る温室効果
ガス排出を抑制するため、
エコドライブに関する情報の
提供やコミュニティバスなど
の公共交通機関の利用、
徒歩・自転車の利用をよび
かけます。

温室効果ガス排出抑制のた
めの公共交通機関の利用
促進。温室効果ガス排出抑制の

ための公共交通機関等の
利用促進

【環境政策課】 工場や事務所に太陽光発
電などの再生可能エネル
ギーの導入の推進、二酸化
炭素排出係数が低い電力
会社に切り替えを行うなど、
低炭素なエネルギーの利
用の推進を促します。

日常や事業者のエコ活動に
ついての情報提供、情報発
信。事業所への高効率型機器

の導入促進



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

地域自然エネルギー関連取組の関係人口 1,390人 3,000人

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

１，９６５人

関連計画：湖南市地域自然エネルギー地域活性化戦略プラン

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

３. エネルギー・経済の循環による活性化の推進

令和４年度

太陽光等の自然によってつくられた
エネルギーでみんなの家やまちの
施設の電気に使っていこう



３. エネルギー・経済の循環による活性化の推進 部（局）名

●地域の自然エネルギーを活用した取組の

   推進

●自家消費型屋根借り太陽光発電への参画

●家庭での自然エネルギー活用に寄与する

   取組の推進

●エネルギーの地産地消の推進

環境経済部

地域自然資源を活用したエネルギーと経

済の循環による地域活性化の推進

湖南市地域自然エネルギー地域活性化戦略プランのも
と、ＳＤＧｓの理念に基づき官民連携による自治体地域新
電力会社こなんウルトラパワー株式会社を核として、公共
施設や民間施設および一般家庭への電力供給等の取組
によりエネルギーと経済の地域内循環を促進しています。

再生可能エネルギー*固定価格買い取り制度の買取価格
が低減するなか、自然エネルギーの活用をさらに広げてい
くためには、市民や事業者、行政等が一丸となった取組が
必要です。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【環境政策課】 公共施設等の余剰電力を
こなんウルトラパワー㈱が買
取しています。太陽光等発
電事業は、同社を核とした
官民連携による取組が必要
です。

・公共施設等への太陽光発
電設備について、こなんウル
トラパワー㈱と連携した設備
設置推進

自家消費型屋根借り太陽
光発電への参画

【環境政策課】 市民等出資による地域商
品券配当型の市民共同発
電所が４基稼働していま
す。今後は、固定価格買取
制度に頼らない自家消費型
の自然エネルギー設備の設
置が必要です。

・こなんウルトラパワー㈱のノ
ウハウを活用した自家消費
型の屋根借り太陽光発電
等、地域の自然エネルギー
を活用した取組推進

地域の自然エネルギーを活
用した取組の推進

【環境政策課】 こなんウルトラパワー㈱が域
内の太陽光発電の買取を
行っています。エネルギー
費用年間約180億円流出
しており、域外へのエネル
ギー費用流出の最小化が
必要です。

・様々な場において地域資
源を活用した取組等につい
て周知を図るため、市内中
学校・高等学校等でのＳＤＧ
ｓ体験教育を市内企業との
連携により実施

エネルギーの地産地消の推
進

【環境政策課】 定期的な広報誌や市ＨＰ、
ＳＮＳ等での発信を行ってい
ます。今後も、継続した周
知啓発が必要です。

・ＳＤＧｓ未来都市推進事業
と連携した市民連続講座の
開催家庭での自然エネルギー活

用に寄与する取組の推進



３. エネルギー・経済の循環による活性化の推進 部（局）名

●市民・事業者の交流促進による利益の地

   域循環の推進

●農福連携の取組推進によるイモ製品の開

   発等６次産業化の推進

●ソーラーシェアリングの活用の推進

●林福連携推進による木質バイオマス燃料

   の供給の推進

環境経済部

地域資源とのかかわりを見つめ直し、

誰もが参画できるまちづくりの推進

市民・福祉事業者・大学等との連携による木質バイオマ
ス、イモエネルギーの取組等、誰もが参画できる取組によ
るさりげない支えあいのまちづくりを推進しています。

森林の整備と合わせた木質バイオマス燃料づくりや農福連
携、林福連携の手法による地域自然エネルギーを活用し
た取組の推進が必要です。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【環境政策課】 市民共同発電所の売電益
を地域商品券で配当し、域
内経済循環に寄与していま
す。交流促進を図るため、Ｓ
ＤＧｓと連携した取組が必要
です。

・民・産・官・学・金との連携
による（仮称）こなんソーシャ
ルイノベーション連携協議会
の設置
・ＳＤＧｓに取り組む企業等の
参画を募り、交流促進による
地域経済循環を推進

市民・事業者の交流促進に
よる利益の地域循環の推
進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【環境政策課】 こなんウルトラパワー㈱が農
福連携事業の展開を図る
ため、発電事業を行ってい
ます。ソーラーシェアリング
の推進については、農業者
と連携した取組が必要で
す。

・農業者と連携した取組をこ
なんウルトラパワー㈱のノウ
ハウを活用し、農業と発電事
業を同時に行うソーラーシェ
アリングについて検討

ソーラーシェアリングの活用
の推進

【環境政策課】 こなんイモ・夢づくり協議会
が農業・福祉・エネルギー
の連携した取組を進めてい
ます。事業化につながる取
組の検討が必要です。

・ソーラーシェアリングの太陽
光エネルギーを活用したサ
ツマイモ栽培等について、農
業と福祉の連携による取組
の推進とイモ製品等の六次
産業化について検討

農福連携の取組推進による
イモ製品の開発等６次産業
化の推進



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【環境政策課】 こにゃん木の駅プロジェクトと
障がい者の連携（林福連
携）による燃料供給のため
の実証を行っています。山
の整備、製材加工、消費者
が一体となった取組の推
進、担い手育成が必要で
す。

・こにゃん木の駅プロジェクト
と障がい者の連携によるバイ
オマス燃料安定供給をめざ
すためのコーディネーター育
成

林福連携推進による木質バ
イオマス燃料の供給の推進



３. エネルギー・経済の循環による活性化の推進 部（局）名

●地域主導による自立分散型エネルギーの

   導入促進

●エネルギーを主眼に置いた効率的な公共

   施設の維持管理の推進

●災害時のエネルギー供給の保持

環境経済部

強靱と脱炭素を両立した
持続可能なまちづくりの推進

小売電力事業の利益を活用し、エネルギー事業者への調
査支援の実施や、公共施設の省エネルギー診断等を行
い、省エネルギーサービス事業も展開しています。

災害によりエネルギーの供給が途絶え、不自由な生活を
強いられることを防ぐため、強靱性を備えるために、自然エ
ネルギーを活用した地域分散型電源の推進が求められて
います。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【環境政策課】 市民共同発電所の発電し
た電力は、非常時の電源に
なっています。分散型のエ
ネルギー導入には、こなん
ウルトラパワー㈱と連携した
取組が必要です。

・災害時の避難施設である
公共施設へ非常時の電源
を兼ねた太陽光、蓄電池や
自営線等をこなんウルトラパ
ワー㈱と連携し、地域全体
の需給バランスを加味した
導入推進

地域主導による自立分散
型エネルギーの導入促進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【環境政策課】 ＥＶを活用したスマートコミュ
ニティ検討等を行っていま
す。スマートコミュニティの構
築には、各技術・機器コスト
が高価であることから、国等
の補助制度を活用しながら
進める必要があります。

・電気自動車の電源を活用
し、災害時でもエネルギー供
給が途切れないエリアの構
築について検討

災害時のエネルギー供給の
保持

【環境政策課】 こなんウルトラパワー㈱が公
共施設の省エネルギー
サービス事業等展開してい
ます。公共サービスを維持
しながらコストの縮減と脱炭
素化の両立した検討が必
要です。

・こなんウルトラパワー㈱を核
とした官民連携による公共
施設の維持管理、設備更新
について、コストの縮減と脱
炭素化の両立、指定管理者
等と連携した公共施設運営
等について効率的な経営等
を検討

エネルギーを主眼に置いた
効率的な公共施設の維持
管理の推進



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

配水池施設耐震化率 83% 92%

下水道処理人口普及率 98% 99%

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

83%

98%

関連計画：湖南市水道ビジョン、水道事業施設更新計画、下水道ストックマネジメント基本計画

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

４．上下水道の整備

令和４年度

安心して飲める安全な水を
みんなの家に届けよう



４．上下水道の整備 部（局）名

●長期的な水需要の変動に合わせた施設規

   模の最適化

●水源の適正な維持管理、監視システムの

   充実

●水道施設の計画的な維持管理

●包括業務委託等による経営効率化の推進

上下水道事業所

上水道施設の整備と管理 水源の大半は県に依存しており、自己水源としては一部で
地下水、川の表流水等を利用しています。24時間体制に
よる水源の監視システムでの安全な水の安定供給と財政
の健全化に努めています。

長期的な視点で上水道財政の健全運営に努めながら、市
民に安全な水を安定供給する上水道体制の整備が必要
です。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【上下水道課】 施設の統廃合や適正な設
備能力への見直しを行うな
ど、施設の適正かつ効率的
な運営に向けて、順次更新
を進めていく必要がありま
す。

・配水系統の２系統化を図
り、施設の統廃合および適
正な配水管の更新長期的な水需要の変動に

合わせた施設規模の最適
化

包括業務委託等による経
営効率化の推進

【上下水道課】 中長期的な施設の更新需
要と財政収支見通しの計画
を定めた中で、施設の最適
化と財政計画のさらなる向
上を目指し、段階的かつ継
続的な実践と検証を進めて
いくとします。

・財政計画および施設更新
計画に基づく、計画な維持
管理と更新水道施設の計画的な維持

管理および更新

【上下水道課】 業務の効率化によるコスト
削減と利用者サービスの向
上等を図るため、業務を行
い得る能力を有する民間事
業者の中から、業務に対す
る意欲、資質及び技術的
能力等が優れた者と包括
業務委託を継続実施しま
す。

・令和８年度までの５か年で
の湖南市上下水道事業包
括委託の業務委託を実施



４．上下水道の整備 部（局）名

●未整備地域への計画的な下水道整備

●下水道施設の計画的な維持管理

●広報活動の充実による水洗化普及促進

●包括業務委託等による経営効率化の推進

上下水道事業所

下水道施設の整備と管理 市民の快適な居住環境と河川等の公共用水域の水質保
全のため、健全な財政運営に努めながら、下水道施設の
計画的な維持管理とともに水洗化の普及促進を行ってい
ます。

長期的な視点で下水道財政の健全運営に努め、未整備
地域の実情を考慮しながら計画的かつ効率的に下水道の
新設および維持管理を行う必要があります。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

広報活動の充実による水
洗化普及促進

下水道施設の計画的な維
持管理

【上下水道課】 令和3年度末の下水道普
及率は、98.4％となってお
り、県道草津伊賀線沿いの
工業地域等の未整備地域
の整備促進を図ります。

・夏見西工区管布設工事
・石部口工区管布施工事

未整備地域への計画的な
下水道整備

【上下水道課】 平成27年度に下水道法が
改正され、腐食環境下施
設では5年に1回の点検が
義務付けられました。下水
道ストックマネジメント計画に
基づき、腐食環境下におけ
る改築更新が必要となる施
設の適正な維持管理を
行っていく必要があります。

・下水道施設改築更新設計
業務委託

【上下水道課】 令和3年度末の人口水洗
化率は、95.7％となってい
ますが、供用開始後3年以
上経過した未接続の一般
家庭や事業所の戸別訪問
を管工事業協同組合と連
携しながら行っていきます。

・水洗化普及促進事業(戸
別訪問）
・広報こなんによる啓発活
動



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

包括業務委託等による経
営効率化の推進

【上下水道課】 業務の効率化によるコスト
削減と利用者サービスの向
上等を図るため、業務を行
い得る能力を有する民間事
業者の中から、業務に対す
る意欲、資質及び技術的
能力等が優れた者と包括
業務委託を継続実施しま
す。

・令和８年度までの５か年で
の湖南市上下水道事業包
括委託の業務委託を実施



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

一人当たりの都市公園面積 9.19㎡ 10.00㎡

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

9.29㎡

関連計画：湖南市公園施設長寿命化計画

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

５. 身近な公園・緑地の整備

令和４年度

みんなが楽しく過ごせる
公園をつくろう



５. 身近な公園・緑地の整備 部（局）名

●地域等との連携による魅力ある公園整備

●遊具施設の安全管理等公園施設の計画的

   な維持管理

●市街地や住宅地における都市緑化の推進

●災害時の利活用における適切な施設整備

●指定管理者制度の導入や地元への委託等

   整備管理体制の充実

都市建設部・総合政策部

身近な公園と緑地の整備 子どもからお年寄りまで多くの市民が快適に憩える身近な
公園として、遊具施設等の安全点検や施設修繕とともに老
朽化した公園については、市民が利用しやすい形態に再整
備しています。

誰もが安心して利用でき、自由にくつろぐことのできる場とな
るよう、地域が主体となった維持管理を行うなど、今後も市
民や事業者と連携した取組が必要です。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

遊具施設の安全管理等公
園施設の計画的な維持管
理

【都市政策課】 一定規模の宅地開発が実
施されれば公園が整備さ
れ、地元区などにおいて公
園の日常管理が行われて
います。

・地元区などに除草等公園
管理業務委託

地域等との連携による魅力
ある公園整備

【都市政策課】 遊具施設の老朽化がすす
んでいるため、安全点検は2
年に1回実施しており（都市
公園は毎年実施）、遊具施
設の更新には計画的に進
めていく必要があります。

・公園遊具点検業務委託
・公園遊具施設補修工事

【都市政策課】 地元区民の協力のもと花植
え等を行っていただいてい
ますが、高齢化や人口減少
が進む中で、今後も永続的
に地元区の方が管理を行
い、都市緑化を促進して頂
けるか不透明です。

・公園の花壇管理業務

市街地や住宅地における都
市緑化の推進

【危機管理・防災課】 公園等を地域の一時避難
所として利用できるように、
関係各課と連携し、上下水
道等のライフラインの整備を
進めていく必要があります。

・上下水道施設の整備

災害時の利活用における適
切な施設整備



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

指定管理者制度の導入や
地元への委託等整備管理
体制の充実

【都市政策課】 指定管理者制度の導入に
ついては１公園のみです。ま
た地元への委託管理におい
ては、高齢化や人口減少が
進む中で、今後も永続的に
地元区の方が管理を行って
頂けるか不透明です。

・野洲川親水公園指定管理
委託
・地元区などに除草等公園
管理業務委託



５. 身近な公園・緑地の整備 部（局）名

●市民交流やふれあいの場づくりの充実

●公園サポーター制度*による市民参画の

   推進

都市建設部

レクリエーションの場の充実 都市公園の一角を利用した地域による花植え等の活動や
恵まれた自然を生かし、市民が身近に自然にふれることの
できるレクリエーションの場づくりを推進しています。

今後の余暇時間の活用や健康への意識の高まりに対応す
るため、新たなレクリエーションや憩いの場づくりが必要で
す。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

市民交流やふれあいの場
づくりの充実

【都市政策課】 公園サポーター制度の登
録はない状況です。そのた
め市民参画の推進が必要
です。

・市民参加による野洲川親
水公園魅力向上プロジェクト
事業の実施公園サポーター制度による

市民参画の推進

【都市政策課】 地元区の方々の協力のも
と、花植えを通じて地域の
憩いの場となるよう取り組む
ことが必要です。

・花植えとしてかがやき空間
形成事業の実施


